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Legal Counsel

（4-7年目程度）

給料の違いは 
日本での法人規模や 

雇用の考え方の違いが 
影響している？

外資
日系企業

は年収レンジが広い

一部の は外資に負けていない
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Director

（12年目以上）

企業内弁護士 ヘルスケア業界

企業内弁護士

約3000人

ヘルスケア業界

６％

平均年収 
※部長以上含む 

1000万円

部長以上を除いても 
1500万円

全体との比較

ハイヤリングマネージャーに

聞いてみた。

「何を求めますか？」

外資の法務部門は規模が小さい 


一人の守備範囲が大きい

＝

コストにシビア


期待値、プレッシャーが大きい 

＝

安定雇用と充実した福利厚生


長期的視点での採用

＝

熟練社員が多い


外部採用の必要性・重要性が抑えられている

＝

外資

日系

Directorレベル（12年目以上、No.2ポジションを想定）の年収レンジ

求人票には書いてないことが見えてきた

様々なstakeholderと信頼関係を築き、 
相手のニーズを理解し、日本の法的知識に 
乏しい人でもきちんとわかるように説明する能力

リーガル視点のみでアドバイスしない。 
ビジネス、オペレーションを考えた上での 
アドバイスができるか

自分が言ったことのインパクト・その先を考えて 
コミュニケーションする能力

聞かれたことだけでなく、 
周辺領域も広く検討した上で回答する能力

Noと言うだけでなく、代替案を提案できるか
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2位 法的思考力

柔軟性

ビジネスへの興味

英語力

プロアクティブさ

チームワーク/協調性

問題解決能力

意欲/向上心

リーダーシップ

1位　

※求める5つの要素をヒアリング。カッコ内の数字は回答に挙がった数。

コミュニケーション能力　（28）

2位 →事務所経験は有利　法的思考力

3位以下　 柔軟性、プロアクティブさ、

　　　　 チームワーク等

突き詰めれば、

が


と言える
コミュニケーション力
断トツで重要

向上心とリンクする


を挙げる方も多かった

「謙虚さ」


「ラーニングアジリティ」


自分に改善点があることを認め、他からの 
アドバイスを受け入れて改善していこうとする姿勢

積極的にアドバイスを仰げるか

分かっていないことを分かっており、周りに聞ける

過去を率直に振り返ることができる

ほとんどの業務で他部門と関わるため、 
ステークホルダーとの円滑なコミュニケーションが 
不可欠。


法的論点以外にも気を配りビジネスに伴走する 
スタンスが求められる。

未経験者の割合 

約40%

10年程前はほとんどが 
業界経験必須だった


業界経験を必須とすることは 
ほぼなくなった

事実、直近担当した主要企業での求人 
16件中14件で必須ではなかった

代表的な企業での法務部員構成

不問

A社 33%

50%

0%

67%

40%

B社

C社

D社

E社

入社時、業界経験あり

入社時、業界経験なし

有資格者ゼロ 2社

〜25% 3社

26〜50% 7社

76〜99% 1社

51〜75% 5社

100% 4社

日本法弁護士資格保有率も 
見てみよう


多くの会社で法務部のメンバーの 
半分以上が有資格者

つづきを見たい方、

ヘルスケア企業で働きたい方は

もしくは、担当の吉政までご連絡ください。

tel: 03-5005-0605 

email: yuna.yoshimasa@justlegal.co.jp

コチラ

目次

あると嬉しい経験


ハイヤリングマネージャーの本音 
「こんな人は採用したくない」
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